
【事務事業調書】

■事務事業の概要

■活動指標

■事業費（計画） ■事業費（当初予算） ■事業費（実績）

1 1 1

2 2 2

3 3 3

4 4 4

5 5 5

6 6 6

7 7 7

8 8 8

■事業経費

0

78,010

0

192,500

78,010

計　画

193,000

193,000

実　績

決　算 決算額

予
　
算

当初予算額

補正予算額

流用額

計

差引（一般財源）

細　節

その他の特定財源

国庫支出金

予算現額

県支出金

地方債

受益者負担金

会計 - 款 - 項 - 目 - 事業

001-06-01-03-003-02-01-0

事業の分類 既存事業

予算科目
コード

金　額

報償費 149,000

192,500 193,000

特　記　事　項

特　記　事　項

78,010

金　額

特　記　事　項

町認定農業者育成確保対策委員会1回、幹事会2回。
担い手（認定農業者）支援相談会は、地域協議会の事業として実施した。

38,500

39,510消耗品費消耗品費44,000

相談会開催件数（単位：回）

15回 ３回

報償費 148,500

44,000消耗品費

リーダー 小菅真守

計
画

町の基本構想に沿って農業経営を改善しようとする農業者に対し、町認定農業者育成確保対策
委員会にはかり認定します。
地域担い手支援協議会に補助金を交付し、事務を推進するために人を派遣します。

何をどのような方法で実施します（実施しました）か？

事務事業名

細　節

報償費

認定農業者等育成確保対策事業費

実
績

担当部課 建設産業部産業課
担　当 農業政策担当

財
　
源

認定農業者として申請のあった者について、認定委員会を開催し経営状況を審査し、適格者に
対し町認定農業者として認定しました。
地域担い手育成総合支援協議会の運営は国からの交付金で賄えたため、町からの補助はありま
せんでした。また、担い手（認定農業者）支援相談会は地域協議会の事業として実施されたため、
町単独では開催しませんでした。

どのような成果が現れます（現れました）か？

認定農業者を認定し、育成・確保することにより町の農業発展につなげることができます。
地域担い手支援協議会は行政とＪＡ等の生産者団等で組織されており、協議会に補助金を交付し人
材を派遣することにより、効率的な会の運営と担い手への支援ができます。

認定農業者を認定し、育成・確保することにより農業構造改善の促進につながりました。
地域担い手育成総合支援協議会に、行政やＪＡ等が人材を派遣することにより、効率的な会の運営
と担い手への支援ができました。
以上のことから、20年度は新規に4名が認定農業者として認定されました。

指　標 目　標　値 達　成　値

細　節 金　額


